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六ヶ所再処理工場について

長計記載事項

•核燃料サイクル開発機構の東海再処理施設の運転経験を踏まえつつ、海外の再処理
先進国の技術経験を導入して、六ヶ所再処理工場を計画し、現在、２００５年の操業開始
に向けて建設を進めている。

•民間事業者は、我が国に実用再処理技術を定着させていくことができるよう、この我が
国初の商業規模の再処理工場を着実に建設、運転していくことが期待される。
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現状

•建設・試験運転の進捗率：９４％（２００３年６月末）

•試験運転の状況：化学試験をＣＯＧＥＭＡ、ＪＮＣ等の
技術支援を受けつつ実施中

•今後、ウラン試験、アクティブ試験を経て、竣工は
２００５年７月を予定
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六ヶ所再処理工場の建設状況
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六ヶ所再処理工場の安全・安定操業に向けた取り組み

試験運転実施体制

•ＣＯＧＥＭＡ、ＢＮＦＬ、ＪＮＣ及び電力からの技術支援、設計・製作を担当したメーカからの
助勢により、その知見、技術力等を取り込みながら着実に実施

•ＪＮＣ出向者による「技術支援部」の設置（約３０名）

•海外ライセンサの技術者の駐在（ＣＯＧＥＭＡ：約５０名、ＢＮＦＬ：４名）
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教育・訓練

•（国内施設）メーカ試験設備等でのモックアップ訓練や、
化学工場、原子力発電所、東海再処理工場等における
基本知識、技能等の修得

•（海外施設）既存再処理工場における運転技術の習得
ＣＯＧＥＭＡ：約９０名予定（７４名終了）、ＢＮＦＬ：６名終了

•保安訓練シミュレータを活用した訓練
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•（海外施設）既存再処理工場における運転技術の習得
ＣＯＧＥＭＡ：約９０名予定（７４名終了）、ＢＮＦＬ：６名終了

•保安訓練シミュレータを活用した訓練 保安訓練シミュレータ
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使用済燃料貯蔵プールの漏えいについて

漏えい等の内容
•PWRプール、燃料送り出しピット及び移送水路ピットのライニン
グ溶接部からの漏えい（３箇所）

•燃料送り出しピット斜路における貫通欠陥（２箇所）

現状と今後の対応
•点検：社外専門家の指導などにより、徹底した点検を実施。この結果、使用済燃料貯蔵
プールで２２９箇所、再処理施設本体で５６箇所の計画外溶接部を確認

•補修：計画外溶接部と特定した箇所全てについて、新規ライニングプレートに張り替える

•点検・補修時の品質確保：第三者監査機関を活用した監査を通じて、点検・補修作業に
対する品質を確保。

なお、建設時の施工管理を含め、品質保証体制の見直しおよび強化について、国の指
示にもとづき、電力各社の支援のもと、検討を進める（現在検討中）
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その他
・建設時にコンクリートを打設し
た際、位置がずれた埋込金物を
修復するために、埋込金物固定
用の金属棒を切断していた

・本件については同様の箇所が
ないか調査するための計画をと
りまとめ中
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原因：計画外溶接
（当社及び元請会社の不十分な施工管理）

原因：計画外溶接
（当社及び元請会社の不十分な施工管理）



②燃料移送水路ピットＡ
南壁部 （漏えい箇所）

ＰＷＲ燃料貯蔵プール
北西床面（当初の漏えい箇所）

③燃料送出しピット斜路Ａ
西壁部 （貫通欠陥部）

燃料移送水路

ＢＷＲ燃料
貯蔵プール

ＰＷＲ燃料
貯蔵プール

ＢＷＲ／ＰＷＲ
燃料貯蔵プール

燃料送出しピット

斜路Ｂ

斜路Ａ

北

①燃料送出しピット
北東壁部 （漏えい箇所）

点検中に確認した漏えい箇所及び貫通欠陥部
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ＭＯＸ燃料工場について

長計記載事項

•民間事業者には、六ヶ所再処理工場の建設、運転と歩調を合わせて国内にＭＯＸ燃料
加工事業を整備することが期待される。

•この場合、核燃料サイクル開発機構からの技術移転や海外からの技術も参考とするこ
とにより、我が国においてＭＯＸ燃料加工事業が早期に産業として定着するよう、最善
の努力を行うことが期待される。
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現状
•平成１３年８月に工場の仕様が具体化でき、地元自治体に
立地協力要請

－最大加工能力：１３０ｔＨＭ/年
－建設費：約１２００億円
－操業時要員：約３００人弱
－着工：２００４年４月頃、竣工：２００９年４月頃

・県主催の安全性チェック検討会で施設の安全性は十分確
保できるものと評価されている。

•現在、地元自治体の立地了解取得に向けて理解活動を展
開中
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・県主催の安全性チェック検討会で施設の安全性は十分確
保できるものと評価されている。

•現在、地元自治体の立地了解取得に向けて理解活動を展
開中 ＭＯＸ燃料工場のイメージ
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MOX燃料加工施設建設予定地
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